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要 約

国 名:インドネシア共和国

案 件 名:トル･アンコラ川流域潅概計画及びパダン･プルトゥ川流域潅概計画

相手国担当機関:公共事業省水資源総局

l. 背 景

(1)トル･アンコラ川流域潅赦計画

トル川龍城における潅概計画は､中流域のサル-ラ潅叔計画と下滝域のサンタヌール潅概計画

からなり､前者は南タパヌリ県の県庁であるパダンシデンプアンから北西約40kmの地点,また

後者は南西約30kmのトル川丁流に位置するoガデイス川支流のアンコラ川流域に]i;がるアンコ

ラ川流域港概計画は,パダンシデンプアンから南約30kmに位置している｡サル-ラ地区は北タ

パヌリ県､サンタヌール及びアンコテ地区は南タパヌリ県の管轄下にある｡

南･北タパヌリ県の藩親閲発における調査は1974年英国の援助のもとで実施されたのをはじめ

とし､ 1988年JICAにより北部スマトラ地域開発計画がマスタープランとして実施され､トル川

及びアンコラ川流域の港親閲発計画は優先度の最も高いものとして挙げられている｡

(2)パダン･ブルトゥ川流域潅概計画

パダン･ブルトウ川流域港概計画は､北スマトラ州の州都のメダン市から南東約70kmにある

トビンティンギ付近に位置しており､パダン川下流域の右岸から,隣接するブルトウ川下滝域の

左岸までに達する地域である｡

本開発計画地域では､ 1969年から北スマトラ州公共事業省によって洪水調節計画の･-一環として

洪水調節施設の工事が実施されており､更に1990年にはJICAの援助のもとでブラワン川流域か

らパダン川流域までの広範囲におよぶ洪水調整などの水収支をj-･'.限とする開発計Lq-のマスタープ

ランが行なわた｡その結果､本地域は永田耕作地として非常に高いポテンシャルを有していると

評価された｡

2. 計画概要

(1)対象地域

トル･アンコラ川流域潅概計画は､南･北タパヌリ県のトル川流域のサル-ラ地域約3,000ha､

サンクヌール地域約30,000ha及びガデイス川の支流アンコラ川洗域の12,500 haからなる｡



パダン.プ)i,トウ川流域港概計画は､パダン川下龍城の右岸から､隣接するプルトウ)H下流域

の左岸までに達する潅概稔面積2l.000 haを対象地域とする｡

(2)計画内容

これらの対象地域の開発計画に対する要望と政府の地域開発政策を考慮し,開発計画は以下の

内容を含むものとする｡

l)頭首工､取水施設を含む港政排水設備とその関連構造物の改善

2)洪水対策

3)農道の整備

4)適切な農業支援事業の強化
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第1章 緒 言

1.1 はじめに

本報告書は,インドネシア国北スマトラ州における(1)トル･アンコテ川絶域藩政計画､

(2)パダン･プルトゥ川龍城藩政計画に係わる事前調査の結果を取りまとめたものであります.

この事前調査は､海外農業開発コンサルタント協会(ADCA)のミッションとして､日本工営

(秩)が行ったもので､ 1991年3月17日より3月30日までの14日間にわたる現地調査と国内での計

画の予備検討を実施しました｡現地調査･資料収集及び情報収集を行うに当たり,北スマトラ州

公共事業省の適切な指示と助力により,円滑かつ効率的に行うことができました｡

今回の調査において調査団は,水資源総局澄渡Ⅰ局をはじめ､潅概Ⅰ局職員､現地事業所職月

並びに北スマトラ州の政府関係機関の諸氏には､大変なおもてなしと現地踏査における全面的な

協力を得､当初の計画どおりに成果を挙げる辛ができました｡また,在ジャカルタ日本大使館､

湯川一等書記官,木村並びに山碕JICA専門家には,親切な助言と多大のご協力を賜りましたo

この書面を借り,これら関係諸機関及び諸氏に対し､深い感謝の意を表する次第です｡

1.2 ADCAミッションの現地調査活動

ÅDCAミッションの構成要員

･山崎 隆可

･木附 誠一

現地調査参加者

･山硫 尭己

･

bs. A. Gulton

･ Ir. M.Pasaribt)

現地参加者

･

Drs. S. Tarigall

･ Ir. Seojono

日本工営株式会社

日本工営株式会社

: JICA専門家

: Ka. Sub Dinos, DPU Ciptakaria, North Sumatra

: Ka. Sub Dinos, DPU PengaLran, North Sumatra

:Assistant Chief of PlaJlnlng, Design Engineer

:Assistant Chief of Plannlng, Design Engineer
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ミッションの現地調査口程と調査活動

日 程 調 査 活 動

3月17日 (日)

3月18日 (月)

3月19日 (火)

3月20日 (水)

3月21日 (木)

3月22日 (金)

3月23日 (土)

3月24日 (日)

3月25日 (月)

･東京発 ジャカルタ着

･日本大便億並びに水資源総局潅概局表敬｡

･ジャカルタ発 北スマトラ州メダン着

･州公共事業省並びに計画局を訪問｡藩政事業に関す

る一般情報の収集.

･藩政計画地域に関する情報･データ収集｡

･メダン発 Tl/†湖岸パラパットへ移動.

･北スマトラ県港耽局及び計画局にて農業及び藩政開

発計画事業に関する-･般情報収集.

･トル川流域であるシリンドウン及びサル-ラ地域の

現場踏査.既存の藩政施設などの確認｡

･南スマトラ県港概局にて農業及び藩政開発計画事業

に関する一般情報収集｡

･アンコラ川漁域の港耽計画地域を現場跨査｡
･

ÅDB出資によるガデイス川龍城潅赦計画の現場視

察｡

･シハパス川流域のアユツタゴダン地域を踏査｡地域

農業開発の実現性について調査｡

･トル川流域であるサンクヌール地域を現場踏査.当

該地区について地域住民に現況聴取｡

･デリスルダン県の県庁トゥビンティンギヘ移動｡

･デリスルダン県港概局及び計画局にて当該地区の農

莱,土地利用及び既存港耽施設についての情報収集｡

･パタン川及びブルトゥ川流域の現場踏査｡
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日 程 調 査 活 動

3月26日 (火)

3月27日 (水)

3月28日 (木)

3月29日 (金)

･メダン市へ帰着o

･州藩政局及び計画局を訪問､踏査結果を報告.州政

府と開発の基本方針と実施までに必要な事項を協議｡

･港親閲発計画地区の現況図及び統計資料の収集.

･ジャカルタ帰着｡

･日本大使館及び水資源総局･港親局表敬｡調査成果

の報告及び打ち合わせ｡

･ジャカルタ発 東京帰着｡

-3-



第2章 開発計画の背景

2.1 インドネシアの社会･経済現況

インドネシアの総人口は1989年現在1億7,800万人に上り,人lコの年平均増加率は1980年から

1985年の聞に2.15 %であるc労働人口は1986年約6.800万人であり,この内55.1%が農業､また

8.2%が工業に従事している｡

1986年の国内線生産(GDP)は,約9兆6,489億ルピア(58.3億米ドル)である.これは国民

一人当たりのGDPとして,約57.4万ルピア(348米ドル)となる. 1985年から86年のGDP成

長率は約3.2%であり､経済セクターごとのGDPは､各々農業が25.8%,工業が14.4%､商業が

16.7%である｡なお,食糧生産部門は農業部門全体のGDPの75%を占めている｡

インドネシアの経済は､ 1980年代半ば石油価格の暴落で, 1985年の26.7米ドル/バレルから

1986年には13.6米ドル/バレルと厳しい市場環境に置かれ大きく後退を余儀なくされた. GDP

はこのため1980年の年成長率7.9%から1986年の3.2%と落ち込んでしまった｡この経済不況の中

で､政府の財政負債は1986侶7年に大きく膨れ､ 1986年のGD Pの6%に相当する5,750億ルピア

となった｡

以上の経済不況立て直しのために､政府は1)政府歳費の節減, 2)非石油税の徴収, 3)通貨ル

ピアの31%切り-Fげ､及び4)経重刑舌動の振興等を杜とする在所構造調整政策を実施し,この結

果国家経済は1987年の3.6%から1988年には5%と上向きの成長を得るに至っている｡

2.2 第5次5カ年計画の政策

インドネシア政府は経済振興の対策として､農業部門を中心とした地域並びに農村の開発に重

点を置いている｡農業開発は特に次の事項に留意したものである｡

-主に米について増大する需要に対処するための､農業生産の強化

一農村地域での雇用拡大

一均衡した地域開発の達成

第1次5カ年計画から第2次5カ年計画における地域間発の実施を通して､米の生産量は大幅

に増加を示した｡米の生産量は､ 1969年の1,800万トンから1988年には4,100方トンに増加し､特

に1985年には自給を達成するに至った｡しかし､その後の米の牡産は､特にジャワ島において都

市開発または工業開発のため水田がその用地として潰され､生産性向上の対策が効を奏したにも

かかわらず横這いを続け､結果的には国内需要に間に合わない状況となってきている｡

このような現況のもとで第5次5カ年計画が1989年4月から実施されている｡経済振興に対する
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政府の方策内容はこれまでの5カ年計画とほぼ同様であるが､農業部門においては米の自給達成

を中心とした食糧生産の改善に重点を置いている｡この政策を推進する事業として第5次5カ年計

画では､藩政開発について次の方針を立てている｡

-既存藩政及び排水施設の修復と保守(755,()00ba)

一新親藩敢闘発(500,000 ha)

-湿地開発(444,200 ha)

2.3 北スマトラ州の社会･経済現況

スマトラ島北部は他の地域と比較して,潜在的に藩政開発において大きな可能性を有している｡

北スマトラ州では､農業が主な産業であり地域総生産(GRDP)の35%を占めている｡しかしなが

ら,豊富な水資源を有しているにもかかわらず､洪水による被害や不十分な藩政排永設備などに

より農業の生産性は低く､北スマトラ州全体では食糧の域内自給を達成するには至っていか､｡

北スマトラ州の米輸入は以下の状況となっている｡

輸入年 海外からの輸入量 他州からの輸入量

(トン) (トン)

1985/紬 155,358

1986侶7 12,561 245,484

1987/88 44,8 58 203,506

1988β9 75,700

北スマトラ州の経済開発政策は､インドネシア政府の政策と同調しており､米を中心とする農

業生産の強化,農村地域での雇用の拡大及び均衡した地域開発の達成を掲げているoまた北スマ

トラ州では､近年特に西部から東部ヘの人口の移動による東西の社会･経済の格差が深刻な問題

となっており,東西両地域の均衡の取れた発展を重要な政策目標の一つとしているo

-5-



第3章 トル･アンコテ川流域荘概計画

3.1 背 景

藩政開発計画は次の3つの開発地域からなっている｡

(1)サル-ラ港聴聞発地域

(2)サンクヌール藩政開発地域

(3)アンコテ港概開発地域である｡

サルーラ及びサンクヌール港親閲発地域はトル川涜域に広がり､前者は南夕パヌリ県の県庁で

あるバグンシデンプアンから北西約40kmの地点､また後者は南西約30kmのトル川下流に位置

している｡アンコラ潅敢開発地域はガデイス川支流のアンコラ川流域にあり､パダンシデンプア

ンから南約30kmに位置している｡また,サルーラ地区は北夕パヌリ県,サンクヌール及びアン

コテ地区は南夕パヌリ県の管轄下にある｡

南･北夕パヌリ県の港親開発における調査は1974年英国の援助のもとで実施されたのをはじめ

とし, 1976年には同じく英国によりアンコラ川流域地域及びサル-ラ地域についての事前調査が

なされた.更に, 1988年JICAにより北部スマトラ地域開発計画がマスタープランとして実施さ

れ､トル川及びアンコラ川流域の港概開発計画は優先度の最も高いものとして挙げられている｡

3.2 自然条件

計画地区の気象は典型的な熱帯モンスーン気候に属し,雨季と乾季の二季を持つ｡トル川流域

は-一般に起伏が多く､標高約900-400 mの丘陵地帯にある｡年:1,J-均気温はサル-ラで23.7度,サ

ンクヌールで約25.9度であり､また年平均降水量はサルーラで約2000mm､西部海岸地域のサン

クヌールでは年によって1500-4000mmと大きな変動を示している｡

アンコラ川涜域の計画地域は中部丘陵地帯に位置し､年平均気温は約24.6度､年平均降水量は

約1800 mm程度である｡

3. 3 開発計画地域の現況

トル･アンコラ川淀城潅叔計画地域は､北スマトラ州の米給生産量の25%を占めている南･北

タパヌリ県に位置している.当地域の産業である農業は稲作とエステートによる換金作物が中心

となっており､農家の80%､稔人口の86%が農業に従事しているo南･北タパヌリ県の土地利用

は,湿地帯などの耕作不良地域を除き比較的有効に使用されていると言えるが､元来洪水や干魅

などの天災の多発地域なので米生産量は低く､ 30%が天水田に依存している状況である｡既存の

港概施設は不十分であり､また農家一戸当たりの所有面積は, lヘクタール未満となっている.
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(1) サル-ラ港概計画地域

計画線面積は3,000 haであり,その内既存の水田が1,920 ha湿地帯が750ha程度を占めている｡

この地域において農業生産の最大の制約要因は､トル川河道の大幅な変動と洪水による被害であ

る｡現在行なわれている耕作は洪水の発生する可能性の低い数ヶ月間に限られており､当該地域

のほほ20%の面積が､洪水の影響で湿地帯となっている｡

既存の潅概設備はトルjlはその支涜及び湧水池から重力式の港親水を利用している｡既存港耽

設備による港概総面積はl,900haであり､ 5ケ所の自由越流堰が既存する｡しかしながら,不十分

な港耽設備に加え､洪水の影響によりその一部が全く機能していない状態にあるため､水田のほ

とんどが天水に依存する状況となっており, lヘクタール当たりの単位収量は平均約2.5-2.7ト

ン程度である｡

今後洪水に対する十分な対策と藩概設備の充実化を図ることにより,水田の新規開田地の拡大

と二期作による米生産量の増加を期待できる｡

(2) サンクヌール藩政計画地域

対象地域の内,上部デルタ地帯の湿地帯22,000haの排水状況はトル川の河道変動によって､近

年正常化してきているものの､ 2,000baの水田は大水田であり単位収量がl.5トンと低い｡上部デ

ルタ地帯の計画面積は約10,000baであるが､この地域の開発ポテンシャルは非常に高いため､特

に港概排水施設の整備が望まれる｡

藩政計画給面積は約30,000 haであるが,対象地域の-一部は民間企業に対する売却もしくはその

予定地といわれており､入植地に対する藩政可能面積は10,00Oha程度になると予想される｡

(3) アンコラ港概計画地域

地域内総人口31,000人から成る直概計画線面積12,500 baの内､ 5,800 haが既存の水田､ 4,000 ha

が浸地帯､その他居住地などとなっている｡既存の水田は､趣く小規模な藩政設備が施されてい

るが,そのほとんどが天水田である｡現在の作付率は100-110%､単位収量は2-3トンと低く､

潅救設備の不備が原因となっている.港赦可能Ib一積は､港概排水設備の整備によって､ 6,400ha

程度まで拡大することが可能と考えられる｡

3.4 開発計画の目的と構想

当該地区における農業開発に対する要望と政府の地域開発政策を考慮し､以下の事項を開発計

画の目的とする｡

1)水資源･農用地を最大限に利用することにより､米を[P心とした農作物の収量を増加させ､

地域原住民及び入植者の生活水準を向上させる｡
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2)国及び地域経済の開発計画に伴う米の自給達成に寄与する｡

上記の開発目的を達成させるための開発計画の主な構想は,以下に挙げるとおりであるo

1 )頭首工､取水施設を含む港叔排水設備とその関連構造物の改善

2)洪水対策

3)農道の整備

4 )適切な農業支援事業の強化
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第4章 パダン･ブルトウ川淀城藩政計画

4.1 背 景

パダン･プルトウ川涜域藩政計画は,北スマトラ州の州都のメダン市から南東約70kmにある

トビンティンギ付近に位置しており､パダン川下流域の右岸から,隣接するブルトウ川下涜域の

左岸までに達する地域である｡澄渡開発計画は次の3つの開発地域からなっている｡

(1)ブルトウ川流域港概計画

(2)パダン川涜域藩政計画

(3)パダン川右岸域藩政計画

本開発地域に関する調査は1969年から,北スマトラ州公共事業省による洪水調節計画の･-一環と

して洪水調節施設の工事が実施されており, 1990年にはJICAの援助のもとでブラワン川流域か

らパダン川流域までの広範囲におよぶ洪水調整などの水収支を主眼とする開発計画のマスタープ

ランが行なわれた｡その結果､本地域は水田耕作地として非常に高いポテンシャルを有している

と評価された｡

4.2 自然条件

計画地区の気象は典型的な熱帯モンスーン気候に属し,雨季と乾季の二季を持つ｡年平均気温

は約26度程度だが,季節により最高33度から最低21度と大きく変動するo年平均降水量は約

1.500-l,8000mmで､ 9月から12月にかけてはマラッカ海峡からの北東季節風､ 3月から5月にか

けてはインド洋からの南西季節風に影響される｡また平均相対湿度は約85%であるo

4. 3 開発計画地域の現況

パダン川及びブルトゥ川流域開発計画地区は､北スマトラ州東部のデリスルダン県に位置して

おり,州の米総生産量の22%を産出している｡この地域は稲作とエステート農業を中心とする農

業が主な産業である｡当地域はその恵まれた水資源に依り､米の単位収量も西海岸地区に比較し

て相対的に高い水準にあるが､藩政排水設備が不十分なため約72%が天水田に依存している現状

にある｡

3つの開発地域の計画総面積は21,000haと推定され､それぞれ以LFのような凍況となっている｡
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土地利用 ブルトウ-川流域 バグン川流域 バダン川右岸域 面積 (%)

･藩政水田地域 l,100 2,000 3,100 14.8

･天水田地域 4,900 6,000 4,300 15,200 72.3

I i妄地帯 2,700 2,700 12.9

合計 6,000 8,000 7,000 21,000 100.0

対象地域は農民の耕作技術が高いにもかかわらず,上表に見られるように,ほとんど天水田ま

たは湿地帯が占めており,特にパダン川右岸域においてその状況が顕著に伺われる｡これは既存

潅概施設が沈砂などによって機能していないなど､港概排水設備の極めて不十分な状態に起因し

ており､米増産の妨げとなっている｡

(1) ブルトゥ川港概計画地域

プルトウ川両岸域を含む藩政計画線面積は約6,000haと推定されるo既存設備は幹･支線水路

を含む2つの自由趨流堰のみである｡潅親施設の恩恵を受けている農地でさえ､その不十分な機

能及びブルトウ川の流水量の絶対的不足によって,一期作を余儀なくされている現状である｡

(2) パダン川渡概計画地域

藩政計画地域はパダン川左岸に広がっており､藩政計画総面積は約8.000haと推定されるo既

存の港耽設備は､幹･支線水路を含む2つの自由越沈堰である.この地域の水EF]は,パダン川か

ら豊富な藩政水を得ることができるにもかかわらず､藩政施設が整っていないため既存の水田の

2,000 haが依然として天水圧=こ依存している｡

(3) パダン川右岸域港概計画

当濯渡計画地域はパダン川右岸から,オーストラリア政府によるバーボロン港耽計画とスカ川

で接する域にまで広がっている｡既存の藩政設備は2つの自由越流堰及び幹･支線水路であるが､

沈砂でほとんど機能していない状況である｡港概計画線面積は約7,00Ohaと推定される｡

4.4 開発計画の目的と構想

当該地区における農業開発に対する要望と政府の地域開発政策を考慮し､以下の事項を開発計

画のE]的とするo

1)水資源･農用地を最大限に利用することにより､米を中心とした農作物の収量を増加させ,

地域原住民及び入植者の生活水準を向上させる｡
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2)国及び地域経済の開発計画に伴う米の自給達成に対する寄与｡

上記の開発目的を達成させるための開発計画の主な構想は,以下に挙げるとおりである｡

1 )頭首工､取水施設を含む港概排水設備とその関連構造物の改善

2)洪水対策

3)農道の整備

4 )適切な農業支援事業の強化
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第5章 相手国政府の意向

インドネシア政府の第5次5カ年計画における基本方針の一環として各産業の均衡のとれた開発

及び発展が提言されているが､近年の人口増加に対する農業部門の開発の遅れは顕著なものとな

つてきており,農業開発計画の緊急性が求められてきている｡北スマトラ州は現在､多大なる農

業開発の可能性を有しており,当地域における有効な農業開発の策定及び実施は､当該地域内に

おける食糧の自給達成のみならず､他地域への食糧供給も十分可能であると考えられる｡

今回の調査対象両プロジェクトは､比較的少額の投資で実施可能なプロジェクトであり､即効

性もあるため､北スマトラ州においては農業関連最優先プロジェクトとされており､北スマトラ

州政府関連当局はもとよりインドネシア国水資源総局の関心も極めて高く,早急な開発の実施を

要望している｡
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義-1 計画地域の人口及び人口密度

District Area Village Popu 1ation Den s ity

(km2 ) (pe,son) (pe,sonA'm2 )

North Tapanuli

South Tapanu)i

Deli Se血苦

10,605 871 758,057 71

】8,897 657 605,912 1 14

4339 840 l
,570.85

1 362

North Sumatra 7 1.680 5,677 10330.09 1 144

Source : SUMATRA UTARA DALAM ANGE:A 1989

義-2 計画地域におけるGRDPの変移

Year 1984 1985 1986 1987 1988

North Tapanuli

production(Rp･ 1 03 )

Grow山Rale(%)

South Tapanuli

produc(ion(Rp･ I03 )

Growth Rate(%)

Deli Se血Ig

production(Rp. 103 )

Growth Rate(%)

204,278 227
,075

243,449

20.O 1 1.2 7.2

268,945 298, 143 332.027

23.9 10.9 11.4

295,890 357,8 1 3

21.5 20.9

415,496 525,045

25. 1 26.4

487365 546,351 614,551 774,107 893,678

28.3 12.1 12.5 26.0 15.5

North Sumam

production(Rp･103) 4,071,377 4,443,127 4,979,191 6,210,405 7,364.524

Growth Rate(%) 24.3 9. 1 1 2. 1 24.7 18.6

Note : GRDP : Gross RegionalDomestic Product

Source : SUMATRA UTARA DALAM ANGKA 1989
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義- 3 計画地域の食糧作物の収穫面積及び生産量

Major Crops North Tapanuli South Tapaqtuli Deli Se血g North Sumatra

Wet L血叫
IlaⅣesl加a(也) 58

,402
Production (ton) 23 7,28 3

Unit Yield(tonha) 4.06

Dry Jd P血暮y

llarvest A爪玖Oa)
Prduction (ton)
Unit Yield(tonha)

Maize

Harvest AI軸
Pr∝luclion (ton)
Unit Yield(tonha)

Cassava

Harvest jhrea巾a)
Pr∝luction (ton)
Unit Yield(tonPla)

Sweet Potato

口arvest Area巾a)
Production (tort)
Unit Yield(”)nPla)

Grourd Nuts

BaⅣest A花水ha)
Prductior) (ton)
Unil Yield(ゆnha)

6,371

13,572

2.13

2,502

4,028

1.61

82,788 134,155

340,761 559,538

4.12 4.17

6,852 3,632

I3,838 7,659

2.02 2.12

2,533 9,382

3,382 16,980

1.34 1.81

624,243

2,455,654

3.93

78,552

16l,729

2.06

86.818

175,991

2.03

2,783 3.686 10,886 37,879

36, 125 34,321 154,833 488,693

12.98 9.31 14.22 12.90

2,901 998 l.704 18,61 1

36.092 6,903 1 8,737 182,942

12.44 6.92 1 I.00 9.83

4,191 2,715 2,058 26,812
4,843 3,522 2.701 3 1

,303I.16 1.30 l.31 1.17

Source : SUMATRA UTARA DALAM ANGKA 1989
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衣- 4 計画地域の換金作物の栽培面積及び生産量

Major Crops North Tapanuli South Tapanuli Deli Serdang North Sumatra

Rubber

Harvest A把a(ha)
f>oduction (ton)
Unit Yield(tonPla)

Coconut

HaJVeSt Area(也)
PT血c也on (ton)
Unit Yield(tonPla)

Coffee

Harvest A陀a(ba)
Production ((orl)

Unit Yield(tonha)

Clove

Earvest AreaOla)
Productior) (ton)
Ur)it Yield(tonha)

C innamon

HaJVeSt Area恥a)
Pr∝ltJCtion (ton)
Ur)i ( Yield(b)qha)

12,026 88,321

4,733 28,21 2

28,1 15 325,540

I3,721 120,227

448 6,855 14,804 144,927

335 3.953 7
,993

S9
,472

9,220 14,484 4,223 65
,628

4,91 8 7,587 2,960 3 1.409

1,791 5,144

309 283

267 1
,464

25 451

1
,338

25,232

93 2,llS

1
,008

3,380

140 702

Source : SUMATRA UTARA DALAM ANGKA 1989
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添付資料- 1

作業仕様書(草案)



TERMS OF REFERENCE FOR FEASIBILITY STUDY

ON

THE BATANG TORU AND THE BATANG ANGKOLA

IRRIGATION PROJECT

IN

NORTH SUMATRA PROVINCE

I. PROJECT PROFILE

1. ProjectTitle

2. Location

3･ Executing Agency

4. Proposed Source

of Assistance

5. Object of the Study

: Feasibility Study on the Batang Toruand the Batang Ångkola

Imigation Project

: North and South Tapanulis in the North Sumatra

: Directorate General of Water Resources Development,

Mimistry of Public Works

: Govemment ofJaparl, through a TechnicalAssistance

Pmgramme of Japan IntemationalCooperation Agency

(JICA)

: TYle Objectof the study is to formulateanoptlmum agnCultural

development planfbr the Projectarea, placing emphasis on

improvement of irrigadon and drairLage facilities.

6･ ProjectDescriptton

The Projectarealies in two(2)river basin, namely Toruriver basin and Angkolariver

basin･ Totalgross prqectarea is approximately about 46,000 hal

7ne projectconsists of払11owing three(3)schemes ;

(i) Saru11almiga(ion Scheme

The Sarulla scheme area is located about 40 Km Northwest of Padang Sidempuan, capital

ofthe South Tapanuli province･
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The total project area is 3,000 ha, of which 1,920 ha is exist)ng sawah, 750 ha is swamp

aJld the remainder is tree crop areas, villages, etc.

The pnnclpal constraint to agncultural production in the Sarulla scheme area is the

irlStability of the Toruriver and its liability to flood. Cropping is limited to those months of

the year when flooding lS less like)y to occur･ About 20% of the area is permanently

凸oo°ed resulting ln SWanlP COnditions.

The existing irrigation schemes of the SarulJa schemearea are of gravity irrigation qTPe

divertlng lmgation water &om the Toruriver and its tributaries and spnngs. A total

commandingarea of existing irrigation system is about I,900 ha with five (5)free

intakes･ Most of paddy fields are, however, under rain fed conditions, becausethe

existlng lrrigation facilities are insufficientand some facilities including intakesand

canals aLre not functionable mainly due to collapse by flood attack･ The unit yields fわr

localvarieties is around 2･5-2･7 tonnla Of dried unfulled paddy, while high yielding

varieties can produce 3･5-4.0 tonPla. Cropping intensity isaround lOO%.

The introduction of flood control measures and the construction/upgrading of irrigation

facilities will increase newly available lands fわrpaddy production and become possible

for paddy double cropping inthe scheme area.

(ii) Sangkunur Irrigatiorl Scheme

The Sangkunur scheme area is located on the downstreaJr) reaches of Toruriver, about 30

Km northwest of Padang Sidempuan･ In this scheme with having 22,000 ha of swamp

area to be developed, drainage conditions in the upper part of the delta have recently t*en

much improved by a maJOr Change of river course･Asa I℃sultfamers are movlng Into and

developing thearea. ne area under sawah is now estimated to tx about 2,000 ha under

rainfTed condition with low yield of 1.5 tonAla.

The upper of the delta,amounting to about 10,000 ha, clearly has good potentia) for

agnculture development･ RequlrementSwill inc)ude surface drainage and imgation

facilities to reclaim fわrpaddy fields･ Out of totalling project area Of 30,000 ha, substantial

part of the area havealready been sold or negotiating fわrselling to estate compamies. Thus

totalagnculturaldevelopment areas for localtransmlgrationwil) be about less than 10,000

ha.
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(iii) BatangAngkola Irrigation Scheme

The Angkola imgation scheme area is located along the Angkolariver basin in South

Tapanuli. which is a tributary of the Gadisriver where the ADBIs finarLCed irrigation

pro)ect is being
lmPlemented and about one hour drive south of Padang Sidempuan,the

pnnclpal town in the pmvince.

The total project aJtea is 12,500 ha with a population of 31,000, of which 5,800 ha is

existlng SaWah, 4,000 ha is swamp and the is alang-alang,villages and plantations. The

existlng SaWal1 is partially irngated by uslng Small streams but considerable parts are under

rain fed paddy fields･ The expected imigablearea is estimated about 6,400 ha, upon

condition that imgation and drainage facilities shal1fu11y provide.

The present cropplng lntenSlty is about loo-1 10% due mainly to the lack of irrigation

facilities･ The average paddy yield in the proJeCtarea is about 2-3 tonesper hectare･
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ⅠⅠ. TERMS OF REFERENCE FOR FEASIBILITY STUDY

1. SCOPE OFTHE STUDY

1. 1 Scope of Works

The study will be conducted to the fo)lowlng two Steps:

Work-I Preparation of topographic maps at a scale of 1/5,000, covering whole the potential

imgation laJlds h the SaJlgkunur area,

Work-ll Data collection, field surveys and investlgations, prelimlnary analyses of the resul(s

of field survey and iT)VeStlgatior)s, ar)d fわrmulation of basic development plan in

lndonesia, and

Work
-III

Analyses of the results of the above Work-I & II, formulation of water resources,

jmgatior) and agncultuJd development p)an and preparation of the feasibility report

in home office.

Each of the work categorieswill consist of the follow)ng work items:

1.2 Work-I :

Topographic suⅣey and preparation of topographic maps at a scale of I/5,000 fわrthe

whole poter]tial irrigatior) lands in the Sangkunurarea

1.3 Work-1Ⅰ :

1
･3･

1 CollectioTl ar)d review of the existing data andinformation

a) Pbysical conditions

- Topogmphy

- Meteorology and hydrology

- Geology ar]d soil mechanics

-Soils
- Vegetadon

1 0dlerS

A-4



b) Socio-economic status

- Demogmphic cot)ditions

- Agriculture including livestock

一山nd
use

- Agro-economy and institution

-

Regionalaqldnadona) economy

- Infrastructure

- Marketing and prices

- OdlerS

c) Programme

- Regional弧d nadonaldevelopment plans relevaJlt tO the Project

1
･3.2

Execution of field surveys and investigations

a)

b)

c)

d)

e)

～

g)

也)

i)

j)

Topographic survey at major stmcture sites

Additionalobservation for
meteorologicalandhydrologicaldata

Geologicalinvesdgationsincluding core drilling at major structure site(s)

Sd and land use survey

Inventory survey for existlng lrngation systemsand rural infrastructure

Agricultural survey

Agro-ecorlOmicand institutional survey

Regionaleconomic survey

Flood damage survey and nood弧alysIS Specially fbrthe Sarulla Scheme

Construction materialar)d cost survey

1
･3･3

Fomulation of basic development plan including:

a)

b)

c)

d)

e)

f)

Delineation of the projectalta

Preliminary agnculturaldevelopment plaJI

Prelimlnary lmgation and drainage plan

fh'elimlnary major Structure Plan

f>e)imf)aryruraldevelopmeJlt PlaJ)

Basic layout of major facilides
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1.4 Work-ⅠⅠⅠ :

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

Delineation of the Projectarea to tx txnefited by imgation

Formulation of agriculturaldevelopment plan

FoITnulation of irrigationand drainage plan

R】mulation of rural development plan

PrelimlJlary design of pro)ect facilides

Preparation of implementation planand schedule

Bene丘ts and costs esdmates

Ecor10mic evaluadon of the Project

Preparation of the feasibilitystudy report

1.5 StudySchedule

Tbe period required f♭r the study is estimated at 15 months in total. The tentative

scbedule of the study is shown in the attacbed丘gure.

1･6 Reports

nle fb]1owlng reports Will be preparedand submitted tothe Government:

(1) Inception Report: Twenty (20) copies in English at the end of one month after

2

3

4

2.

commencement of也e Study

lnterilⅥReport : Twenty (20) copies in English

Draft FinalReport : Twenty (20) copies in English

Final Report : Fifty (50) copies in English withir) two (2) months after receiving

comments of the Govemment on the dra血finalReport

ESTIMATED PROJECT REQU択EMENT

2･1 The englneerS OreXper【s required fbrthe study are as fb】lows :

- Team leader

- Irrigation engineer

- Agronomist

- Agro-economist

- Meteo-bydrologist

- PedologlSt
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ーDminage engineer

- GeologlSt

- Design engineer

一打ojecteconomist
- Soil mechanicalexpert

- Survey expert

- Construction plan expert

TYle required manpower Input aS englneerS Or eXPertSwill be about 100 man-months in total.

3. RESPONSIBILITY OF THE GOVERNMENT OF INDONESIA

The Government of Indonesia shall accord privileges, and other benefits to the

Japanese study team, aJld through the authorities concemed, take necessary measures to

facilitate the smoothimplemenlation of the study･

3･1 DOトI shall make necessary arrangements with cooperation of other relevant

organizations for the fbllowlng:

(1) To secure the safety of the study team,

(2) To permit the members of the Japanese study lean to enter, leave and sojourn
in

lndonesia for duration of their asslgnment therein,and exempt them from alien

registration requlrement,

(3) To exemptthe members of the Japanese study team from taxes, duties and other

charges on equlpment, maChineryand other materials brought into lndonesia for the

implementation of the study,

(4) To exempt the members of the Japanese study team from income tax and other charges

imposed on ar in connectionwith arty emOlument orallowance paid to the memtN3rS Of

仙e Japanese study team fわrtheir seⅣices i□connection with the implementation of也e

study,

(5) To provide necessary facilities to the Japanese study team for remittance as well as

utilization of funds introduced into Indonesia from Japan in connectiorlwith the

implementation of the study,

(6) To provide medicalservices as needed, its expenseswill be chargeable on the members

of the Japanese study team,弧d

(7) To securepermission to takeal1 data and documents (including photographs) related to

the study out of Indonesia to J叩an by the study team･
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3.2 DOI-I shall, as its own expense, provide the Japanese study teamwith the followlngS,

in cooperation wi血other relevant organizations:

1)

2)

3)

4)

Available data and infわrmation related to the study,

Counterpart Personnel
,

Suitable office spacewithnecessary equlPment in DOI-I, and

Credentials or identi丘calioII Cards.

A-8



WORK SCHEDULE FOR THE FEASIBILITY STUDY
ON THE BTANG TORU AND THE BATANG ANGKOLA IRRIGATION PROJECT

>
I

～.D

ITEMS

MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15

PREPARATIONWORKS

WORK-I:PreparationofTopographicMaps

forlheSangkunurarea

WORK-JI.･Da(aCoIIec(iorl&Review

AddilionaIInvestigationsand

Geo-hydrologlCalsurvey

FomlulalionofBasic

DevelopmentPlans

WORK-ⅠⅠⅠ:Analysis&Study

FornlulationofDevelopmenLPlans

FinalizationofF/SReport
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Note : lCR : Inception Report･ IR : Interim Report･ DFR : Draft Final Report. FR : Final Report

- : Field Works : Home Works



TERMS OF RE陀RENCE FOR FEASIBILrTY STUDY

ON

THE SEI PADANG AND TtlE SEI BELUTU

IRRIGATION PROJECT

IN

NOm SUMATRA PROVINCE

Ⅰ. PROJECT PROFmE

1. ProjectTitle

2. 1JOCation

3. Executing Agency

4. Proposed Source

of Assistance

5. Object of the Study

: Feasibility Study on the Sei Padangand the Sei Belutu

Imigation Project

: Dell Serdang Region inthe North Sumatra

: Direct9rate Generalof Water Resources Development,

Ministry of Public Works

: Government of Japan, through a Technica) Assistance

Programme of Japan lntemationalCooperation Agency

(JICA)

: VIE
Objectiveof the study is to formulate an optimum

agnculturaldevelopment plaJl for the ProjectaJlea, placing

emphasis on provisionand up-grading of irrigation and

drainage faci】ities･

6. ProjectDescnpt10n

The Projectis composed of following three(3) schemes commandillg approximate)y

21,000 ha as follows;

(1) Belutu lJTigation Scheme

This scheme extelldeds on both sides of the Belutu river with command area of 6,000

ha･ There are existing two(2) free intakes, mairl arld secoJldary caJla)s. However,
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farmers depend upon the single cropplrtg due to the shortage of irrigation water from

the Beluturiver and defective imigation fhcilities･

(2) Padang lrrigatiorl Scheme

This scheme with a command area of 8,000 ha extends on )eft sidealong the Padang

riverand is imigated by existing facilities consisting of two(2)free intakes,main and

secondary canals･ Paddy fields ofthisarea cBLn expect abundant imgation water supply

from the Padang nver, but 2,000 ha of existlng SaWah is stillunder rain fed mainly due

to inadequate existing lmgation facilities･

(3) The Rainfed Paddy Field in the Right Bank of Sei Padang

Most of theright bank area of the Padang nver is stiI)occupied by rain fed paddy fie)d

or swamp due to defective and insufficient imigation and drainage facilities･ Irrigable

area is estimated at atx)ut 7,000 ha in total.
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II. TERMS OF REFERENCE FOR FEASIBIuTY STUDY

I. SCOPE OF THE STUDY

1.1 ScopeofWorks

TYle Study will be conducted in the fbllowlng two Steps:

Work-I Data coIJection, field surveys and investlgations, review of the previous proJeCt

plan, andformulation of basic development concept Including identification of the

imgation aqea,and

Work
-II

Analyses of the results of the above Work-I, Feasibility Sttldy (Formulation of

Development Plan)and preparation of the Feasibility Report.

Each work categorywiII consist of the followlng WOrk items:

1.2 Work-Ⅰ :

1
･2･

1 Collecdonand review of the existing data aJld irlformation

a)
Physical conditions

- Topogr叩by

- Meteorology and hy血ology

- Geology and soil mechanics

-Soils

- Vegetation

- Others

b) Socio-economic status

- Demographic conditions

I AgricultuI℃ including livestock

-bnduse
- Ag和一economy and insdtution

- Regionaland nadonaleconomy

- In&astructure
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- Marketingand prices

-Others

c) Programme

-

Regionaland nationaldevelopment plans relevant to the Jhject

I
･2･2

Execution of field surveys aJld investlgations

a) Additional observation f♭rmeteorologicalandhydrologicaldata

b) Topographic survey at major structure sites

c) Geologicaland soil mechanical investigations including core drilling at major structure

d)

e)

f)

g)

h)

i)

j)

site(s)and
laboratory tests

Soil and land use suⅣey

Inventory survey for existing )mgation systemsandrura) infrastructures

Agriculturalsurvey

Agro-economic and institutional survey

Regionaleconomic survey

Flood damage surveyand noodanalysis

Construction materialand cost survey

1
･2･3

Formulation of basic development plan including:

a)

b)

c)

d)

e)

D

1.3

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

Delirleation of the pro)ect area

Preliminary agnCulturaldevelopment plan

什eliminary lmgation and drainage plan

Preliminary ma)or structure plan

托elimlnary TWaldevelopment plan

Basic layout ofmajorねcilities.

Work-ⅠⅠ :

Delineation of the Projectareato t光tX:nefited by imgadon

Formulation of agnculturaldevelopment plan

Formulation of imigationand drainage plan

Formulation ofruraldevelopment plan

Prelimlnary design of project facilities

Preparation of implementation pla皿and schedule
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7)

8)

9)

Belle丘ts aTld costs estimates

むonomic evaluadon of the Project

Prepamtion of the feasibility study report

1.4 StudySchedule

The period reqtlired for the study is estimated at 15 months in total･ The tentative

schedule of the study is shown inthe attached figure･

1.5 RepoIIs

TYlefo1lowlng rePOrtSwill be prepared aJld submitted to the Govemment:

(l) Inception Report: Twenty (20) copies irl English at the end of one month after

2

3

4

2.

comencement of也e Study

Interim Report : Twenty (20) copies in English

Draft FinalReport

I
. Twenty (20) copies in English

Final Report : Fifty (50) copies in English within two (2) months after receiving

comments of the Govemment on the dra允finalReport

ESTIMATED PROJECT REQU REMENT

2.1 The englneerS OreXpertS required fbrthe study are asfoJlows :

- TeamLeader

- Irrigation and Drainage Engineer
- Agronomist

- Agro-economist

- Meteo-hydrologist

- PedologlSt

- Geologist

- Soil MechanicalEngineer
- Design Engineer

-

ProjectEconomist

- HydrologlSt

- SuⅣey Expert

- Construction PlanExpert

- Hydraulic Structure Engineer
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The required manpower Input for englneerS Or eXpertSwill t* abou( 90 man-months in total･

3. RESPONSIBILITY OF THE GOVERNMENT OF INDONESIA

The Government of Indonesia shall accord privileges, and other bene丘ts to the

Japanese study team, ar)d through the authorities concerned, take necessary measures to

facilitate the smooth implementation of the study.

3･1 DOI-I shall make necessary arrangements with cooperation of other relevant

organlzations for thefollowlng:

(1) To secure the safety oft始study.te訂n,

(2) To permit the members of the Japanese study team to enter, leave and sojourn in

lndonesia for duration of their asslgnment therein, and exempt them i:romalien

registralionreq ulreme nt,

(3) To exempt the members of the Japanese study team from taxes, duties and other

charges on equlpment, machinery and other materials brought into Indonesia fTor the

implementation of the study,

(4) To exempt the members of the Japanese study team from income tax and other charges

imposed on ar in connection with any emolument or allowance paid to the members of

the Japanese study team f♭rtheir services in connectionwith the implementation of the

study,

(5) To provide necessary facilities to the Japanese study team for remittance as well as

utilization of funds introduced into lndonesiafrom Japan in connectionwith the

implementation of the study,

(6) To provide medical services as needed, its expenses will h3 Chargeable or) the members

of the Japanese study team, and
I

(7) To securepermission to takeall data and documents (includingphotographs) related to

也e study out of Indonesia to J叩an by the study team･

3･2 DOI-I shall, as its own expense, provide the Japanese study teamwiththe fbllowlngS,

in cooperationwith other relevant organizations:

(1)

(2)

(3)

(4)

Available data and information related to the study,

Counterpart Personnel
,

Suitable office spacewith necessary equipment in DOI-I, and

Credentials or identification cards.
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WORK SCHEDULE FOR THE FEASIBILrrY STUDY

ON THE SEI PADANG AND THE SEI BELUTU IRRIGATION PROJECT

>
l
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1TEMS

MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15

PR】三PARATIONWORKS

WORK-I:DataCoIJection&Review

Additiona]Investigationsand

Geo-hydrologlCalsurvey

FomulationofBasic

DevelopmentPlans

WORK-ll:Analysis&Study

FormulalionofDevelopmentPlans

FinalizationofF/SReport
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添付資料- 2

MARCE 30, 1991

Mm王S OF MEET即G

ON

RECO仰ÅZS SAN⊂E S URVEY

FOR

BATANG TORU AND BATANG ANGKOLA IRRIGATION PROJECT

AND

S王I PÅDANG AND SEI BELUTU皿IGÅTION PROJECT

A meeting On field丘nding of reconLlaissaLICe Survey for也e cap(10ned projects Of No血

Surna打a Province was held between ADCA Mission aTld DO‥-Ⅰinclhdhg JICA Colurnb Plan

Experts, Messrs Kimura aLld Simonomura at meeting room Of DOI-I on March 28, 1991.

h this meeting, ADCA Missiotl reported and explmied field finding of reconnaissance

suryey for 3 scheme areas of Batang Torubasin, namely, Silindung, SaTulla and SangkuElur

schemesand each 1 scheme area Of Ba(a爪gAngkola basin, Sei PadaJlg basinand Sei Belutu

basinto Dot-Iand JICA Cbiumb Plan Experts.

Af[er ADCA Mission-s reportug arid explanadon of field丘nding, question and cozTmentS

or) the fned finding were given tOthe Mission, arid the following matters are mutually con血I一ed

aLld igreed by both the Parties.

1 ･ Since deyelopment implemen【ation program of Si止ndung scheme which is scheduled to

conductwith using the Third higation Section Loa皿Of ADB is clarified by the DOI-Ⅰ一s

comment, boththe Parties agreed to deletethe scheme丘om the Mission'sfurdler Study.

2･ Names of both血e Projec【swere coTl{1rmed as fonows :

1) Batang Toruand BatarlgAngkola I血gation Project.

consistlng Of Sarulla, Sanghmur aT)dAngkola schemes.

2) Sei Padang and Sei Belu(u hTigation Project.

consistmg of both banks of Padar)g river aLld Belute schemes.

3･ The Mission will prepare and submi【 the reconnaissance survey report on both the Projects

up to middle of May 1991 to DOI-I and to both the Goyemment Offices concerned.

～ ′二

MASfATDI. DIP. HE.cE

Chief of Subdit Technical Plamlng

I)0Ⅰ-I
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添付資料- 3

AVAmABLE DATA AND m下ORMATION

1･ BaseMap oftheProvince ofNorthSumatra

2･ SumatraUtaTaDalamAngl(a, 1989

3･ Cost Structure ofFarms Paddy and Palawl)a, 1988

4. Penduduk SumatraUtara, 1990

5. Indikantor Ekonomi Sumatra Ut訂a, 1989

6･ Perldapatan RegionalKabupaten dan Kotamadya打ovinsi Sumatra Utara,

1983-1988

7･ Statistik PertanianTanaman Pangan Sumatra Utara, 1989

8･ Tapanuli UtaraDalamAngka, 1989

9 ･ Repelita-V, Kabupaten Daerah Tingkal II,Tapanuli Utara, Volume I-II

1989/90 - 1993/94

10･ Tapanuli Selatan DalamAngka, 1989

1 1 ･ Repelita-V･ Kabupaten Daeral1 Tingkat II,Tapanuli Utara, Volume I-Ill

1989- 1994

12･ De】i Serda喝DalamAngka, 1988
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写真集



ne Batang Toru aJld The BatangAngkola lrrlgation Project
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The Batang Toru aTld The BahrlgAngkola lrhgatior) Project
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The Batang Toruand The l∋atarlgAngkola hTigation Project
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The Sei Padang and The Sei Belutu lrngation Project
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The Sei PadaJlg aLld The Sei Belutu hTigation Project
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